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筑紫野太宰府消防本部

「
一
般
財
団
法
人

空
港
環
境
整
備
協
会
」

か
ら
の
助
成
を
受
け
、新
し
く

３１
号
車（
指
揮
車
）が
太
宰
府

消
防
署
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、平
成
２６
年
１０
月

１
日
か
ら
当
消
防
本
部
で
２
隊

目
の
指
揮
隊
が
発
隊
し
ま
し

た
。

こ
の
車
両
は
、あ
ら
ゆ
る
災
害
の

陣
頭
指
揮
車
両
と
し
て
出
動
す

る
車
両
で
す
。災
害
の
状
況
を

い
ち
早
く
把
握
し
、的
確
な
指

示・判
断
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

平
成
２６
年
４
月
１６
日（
水
）１４
時
３５
分
頃
、筑
紫

野
市
石
崎
三
丁
目
付
近
道
路
上
に
お
い
て
、交
通

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
場
を
通
り
か
か
っ
た
㈲
福
岡
重
機
工
業
の

宮
本
さ
ん
、梶
村
さ
ん
は
、乗
車
し
て
い
た
ユ
ニッ
ク

付
４
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
の
ユ
ニ
ッ
ク
を
使
用
し
、事
故
車

両
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た
要
救
助
者
を
助
け
出

し
人
命
救
助
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
称
え
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。

平
成
２６
年
9
月
に
、筑
紫
野
市
市
民
図
書
館
内

で
来
館
者
の
男
性
が
突
然
倒
れ
、心
肺
停
止
状
態

と
な
り
ま
し
た
。そ
の
際
、同
館
職
員
と
来
館
者
が

協
力
し
、１
１
９
番
通
報
、心
肺
蘇
生
法
及
び
Ａ
Ｅ

Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョッ
ク
を
実
施
し
た
結
果
、搬
送

先
の
病
院
で
心
拍
、呼
吸
が
再
開
し
ま
し
た
。人
命

救
助
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
称
え
感
謝
状
を
贈
り

ま
し
た
。

★
危
険
物
取
扱
者
試
験（
第
３
回
）（
全
種
類
）

試
験
日　
　
　
平
成
２７
年
３
月
１
日（
日
）

申
込
受
付　
　
平
成
２６
年
１２
月
１８
日（
木
）〜
平
成
２７
年
１
月
13
日（
火
）

※

電
子
申
請
も
可
能
で
す
。

★
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

期
日　
　
　
　
平
成
２７
年
２
月
７
日（
土
）

場
所　
　
　
　
筑
紫
野
市
文
化
会
館

申
込
受
付　
　
平
成
２６
年
１２
月
５
日
か
ら

※

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
試
験
前
に
講
習
会（
乙
４
類
）を
実
施
し
ま
す
。

講
習
希
望
の
方
は
各
消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

★
甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習

期
日　
　
　
　
平
成
２７
年
３
月
１９
日（
木
）、２０
日（
金
）

場
所　
　
　
　
春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本
部

申
込
受
付　
　
平
成
２７
年
２
月
１９
日（
木
）か
ら

※

定
員
８０
名

★
甲
種
防
火
管
理
者
再
講
習（
日
本
防
火
協
会
主
催
）

期
日　
　
　
　
平
成
２７
年
２
月
１８
日（
水
）

場
所　
　
　
　
筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申
込
受
付　
　
平
成
２７
年
１
月
１３
日（
火
）〜
１
月
３０
日（
金
）

★
普
通
救
命
講
習

期
日　
　
　
　
平
成
２７
年
２
月
１４
日（
土
）

場
所　
　
　
　
筑
紫
野
消
防
署　
南
出
張
所

※

定
員
１５
名

★
行
事
予
定・そ
の
他
の
お
知
ら
せ
★

★
消
防
出
初
式（
筑
紫
野
市・太
宰
府
市
合
同
）

期
日　
　
　
　
平
成
２７
年
１
月
１１
日（
日
）

場
所　
　
　
　
筑
山
中
学
校

★
文
化
財
防
火
デ
ー

期
日　
　
　
　
平
成
２７
年
１
月
２６
日（
月
）

※

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

★
春
季
火
災
予
防
週
間

期
日　
　
　
　
平
成
２７
年
３
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）

※

火
災
予
防
の
普
及
を
図
る
た
め
、全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
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★
試
験
・
講
習
会
の
お
知
ら
せ
★

1
月
26
日
は

　
　
文
化
財
防
火
デ
ー

宮本　清治さん（写真中央）
梶村　勝広さん（写真左）

みやもと きよはる

かじむら かつひろ
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新
車
両
運
用
開
始



次のことを確認しましょう。
・電池はきちんとセットされていますか？
・電池切れではありませんか？
それでも鳴らない場合は、故障が考えられま
す。取扱説明書をご確認ください。

警報器にホコリが付くと火災を感知しにくくなります。汚
れが目立ったら、乾いた布でふき取りましょう。
特に、台所に取り付けた警報器は、油や煙

などにより汚れがつくことがあります。布に水
やせっけん水を浸し、十分絞ってから汚れを
ふき取ってください。

日頃のチェックの方法

　

平
成
２６
年
７
月
現
在
の
筑
紫
野
市
、太
宰
府
市
の
住
宅
用
火
災
警
報

器（
以
下
、「
住
警
器
」と
い
う
。）の
普
及
率
は
７２
％
ま
で
達
し
、筑
紫
野
太

宰
府
消
防
組
合
消
防
本
部
と
し
て
は
1
0
0
％
設
置
を
目
指
し
戸
別
訪

問
を
中
心
と
し
た
設
置
促
進
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。設
置
の
目
的

は
、就
寝
時
の
深
夜
火
災
な
ど
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
無
く
す
こ
と
で
す
。

　

左
記
グ
ラ
フ
は
、筑
紫
野
市
、太
宰
府
市
に
お
け
る
過
去
５
年
間
に
発

生
し
た
建
物
火
災
１
３
１
件
を
、用
途
別
に
表
し
た
も
の
で
す
。建
物
火

災
の
約
６０
％
を
住
宅
火
災
が
占
め
、死
傷
者
も
で
て
い
ま
す
。

　

死
者
が
で
た
６
件
の
住
宅
火
災
で
、５
件
の
住
宅
に
住
警
器
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

住
警
器
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か
ら
、８
年
が
経
ち
ま
し
た
。住
警
器

の
寿
命
は
約
１０
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。下
記
の
よ
う
な
点
検
を
行
い
、正
常

に
作
動
す
る
か
確
認
し
て
下
さ
い
。

平
成
２６
年
１０
月
１８
日（
土
）に
、第
２６
回
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。こ

の
大
会
は
、初
期
消
火
設
備
で
あ
る
屋
内
消
火
栓
を
操
作
し
、放
水
し
て
標
的
を
倒
す
ま

で
の
タ
イ
ム
や
正
確
性
・
規
律
性
を
競
い
合
う
こ
と
に
よ
り
、初
期
消
火
体
制
の
強
化
・
自

主
防
災
意
識
を
高
め
、屋
内
消
火
栓
設
備
又
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備（
補
助
散
水
栓
）

の
操
作
要
領
と
そ
の
熟
達
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、男
子
１４
チ
ー
ム
、女
子
５
チ
ー
ム
に
、厳
し
い
訓
練
期
間
を
乗
り
越
え
て
大
会

に
挑
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
２６
年
１１
月
１０
日（
月
）に
、秋
季
火
災

予
防
運
動
に
伴
い
、筑
紫
野
市
・
太
宰
府
市
の

Ｊ
Ｒ
・
西
鉄
の
各
駅
の
協
力
を
い
た
だ
き
、防

火
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
な
が
ら
、防
火
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。今
年
は
、筑
紫
野
市
の
つ
く
し

ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
２６
年
１０
月
２６
日（
日
）に
、太
宰
府
市

の
太
宰
府
遊
園
地
で「
消
防
の
広
場
」を
開
催

し
ま
し
た
。消
防
車
両
の
展
示
や
消
火
器
体

験
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
置
し
、大
人
か
ら
こ

ど
も
ま
で
楽
し
く
体
験
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

【
男
子
の
部
】

日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
九
州
工
場
・
福
岡
大
学
筑
紫
病
院
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
筑
紫
野
・
㈱

福
岡
ヤ
ク
ル
ト
工
場
・
済
生
会
二
日
市
病
院
・
二
日
市
温
泉
長
寿
苑
そ
よ
風
・
筑
紫
野

市
役
所
Ａ
・
筑
紫
野
市
役
所
Ｂ
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
双
葉
・
日
之
出
水
道
機
器
㈱
福

岡
工
場
・
筑
紫
農
業
協
同
組
合
・
介
護
老
人
保
健
施
設
く
す
の
郷
・
宗
教
法
人
大
法
輪

台
意
光
妙
教
會
・
太
宰
府
市
役
所

【
女
子
の
部
】

介
護
老
人
保
健
施
設
く
す
の
郷
・
サ
ン
ケ
ア
太
宰
府
・
筑
紫
農
業
協
同
組
合
・
筑
紫
野

市
役
所
・
太
宰
府
市
役
所

登
山
の
際
は
、し
っ
か
り
と
し
た
個

人
装
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、登
山
ル
ー
ト
は
季
節
、天
候
に

よ
り
、足
場
が
悪
く
な
っ
た
り
、行
き
と

帰
り
で
見
え
方
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
、コ
ン
パ

ス
や
ル
ー
ト

図
を
携
行
し

ま
し
ょ
う
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
等
へ
給

油
す
る
場
合
は
、必
ず
火

を
消
し
て
か
ら
行
っ
て
下

さ
い
。

火
災
の
原
因
に
な
り
ま

す
。 厳

冬
期
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て.

１　

給
油
の
際
は…

２　

登
山
を
さ
れ
る
方
へ

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

新
庁
舎
仮
運
用
開
始

『
参
加
事
業
所
』

第
２６
回
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会

男
子
の
部

優　

勝　

筑
紫
野
市
役
所
Ｂ

準
優
勝　

筑
紫
農
業
協
同
組
合

第
３
位　

筑
紫
野
市
役
所
Ａ

女
子
の
部

優　

勝　

筑
紫
野
市
役
所

準
優
勝　

太
宰
府
市
役
所

第
３
位　

筑
紫
農
業
協
同
組
合

「
消
防
の
広
場
」を
開
催
！

街
頭
広
報
を
実
施
し
ま
し
た
！

優勝　筑紫野市役所Ｂ

優勝　筑紫野市役所

設置あり 設置なし

消火器体験の様子 ミニ消防車と西鉄のマスコットニモカちゃん

死者のでた火災における、住警器設置の有無

●正常に作動するか、月に1回確認をしましょう。

お手入れをしましょう

テストは、ボタンを押したり、ひもがついているタイプのも
のは、ひもを引いて行なえます。詳しくは製品の取扱説明書を
ご覧ください。

テストをしましょう

音が鳴らない‥‥

平
成
２５
年
１１
月
か
ら
建

設
を
開
始
し
た
筑
紫
野
太

宰
府
消
防
本
部
及
び
筑
紫

野
消
防
署
が
、平
成
２６
年
１２

月
１
日
か
ら
仮
運
用
を
開

始
し
ま
す
。

平
成
２７
年
6
月
末
の
完

成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す

が
、庁
舎
本
運
用
ま
で
今
し

ば
ら
く
掛
か
り
、住
民
の
み

な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、今
後
と
も

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※このイラストはイメージです。

P2P3

秋季火災予防運動実施11月9日～
15日

古い灯油は不完全燃焼の原因となります。
使用しないでください。
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次のことを確認しましょう。
・電池はきちんとセットされていますか？
・電池切れではありませんか？
それでも鳴らない場合は、故障が考えられま
す。取扱説明書をご確認ください。

警報器にホコリが付くと火災を感知しにくくなります。汚
れが目立ったら、乾いた布でふき取りましょう。
特に、台所に取り付けた警報器は、油や煙

などにより汚れがつくことがあります。布に水
やせっけん水を浸し、十分絞ってから汚れを
ふき取ってください。

日頃のチェックの方法

　

平
成
２６
年
７
月
現
在
の
筑
紫
野
市
、太
宰
府
市
の
住
宅
用
火
災
警
報

器（
以
下
、「
住
警
器
」と
い
う
。）の
普
及
率
は
７２
％
ま
で
達
し
、筑
紫
野
太

宰
府
消
防
組
合
消
防
本
部
と
し
て
は
1
0
0
％
設
置
を
目
指
し
戸
別
訪

問
を
中
心
と
し
た
設
置
促
進
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。設
置
の
目
的

は
、就
寝
時
の
深
夜
火
災
な
ど
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
無
く
す
こ
と
で
す
。

　

左
記
グ
ラ
フ
は
、筑
紫
野
市
、太
宰
府
市
に
お
け
る
過
去
５
年
間
に
発

生
し
た
建
物
火
災
１
３
１
件
を
、用
途
別
に
表
し
た
も
の
で
す
。建
物
火

災
の
約
６０
％
を
住
宅
火
災
が
占
め
、死
傷
者
も
で
て
い
ま
す
。

　

死
者
が
で
た
６
件
の
住
宅
火
災
で
、５
件
の
住
宅
に
住
警
器
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

住
警
器
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か
ら
、８
年
が
経
ち
ま
し
た
。住
警
器

の
寿
命
は
約
１０
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。下
記
の
よ
う
な
点
検
を
行
い
、正
常

に
作
動
す
る
か
確
認
し
て
下
さ
い
。

平
成
２６
年
１０
月
１８
日（
土
）に
、第
２６
回
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。こ

の
大
会
は
、初
期
消
火
設
備
で
あ
る
屋
内
消
火
栓
を
操
作
し
、放
水
し
て
標
的
を
倒
す
ま

で
の
タ
イ
ム
や
正
確
性
・
規
律
性
を
競
い
合
う
こ
と
に
よ
り
、初
期
消
火
体
制
の
強
化
・
自

主
防
災
意
識
を
高
め
、屋
内
消
火
栓
設
備
又
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備（
補
助
散
水
栓
）

の
操
作
要
領
と
そ
の
熟
達
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、男
子
１４
チ
ー
ム
、女
子
５
チ
ー
ム
に
、厳
し
い
訓
練
期
間
を
乗
り
越
え
て
大
会

に
挑
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
２６
年
１１
月
１０
日（
月
）に
、秋
季
火
災

予
防
運
動
に
伴
い
、筑
紫
野
市
・
太
宰
府
市
の

Ｊ
Ｒ
・
西
鉄
の
各
駅
の
協
力
を
い
た
だ
き
、防

火
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
な
が
ら
、防
火
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。今
年
は
、筑
紫
野
市
の
つ
く
し

ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
２６
年
１０
月
２６
日（
日
）に
、太
宰
府
市

の
太
宰
府
遊
園
地
で「
消
防
の
広
場
」を
開
催

し
ま
し
た
。消
防
車
両
の
展
示
や
消
火
器
体

験
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
置
し
、大
人
か
ら
こ

ど
も
ま
で
楽
し
く
体
験
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

【
男
子
の
部
】

日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
九
州
工
場
・
福
岡
大
学
筑
紫
病
院
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
筑
紫
野
・
㈱

福
岡
ヤ
ク
ル
ト
工
場
・
済
生
会
二
日
市
病
院
・
二
日
市
温
泉
長
寿
苑
そ
よ
風
・
筑
紫
野

市
役
所
Ａ
・
筑
紫
野
市
役
所
Ｂ
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
双
葉
・
日
之
出
水
道
機
器
㈱
福

岡
工
場
・
筑
紫
農
業
協
同
組
合
・
介
護
老
人
保
健
施
設
く
す
の
郷
・
宗
教
法
人
大
法
輪

台
意
光
妙
教
會
・
太
宰
府
市
役
所

【
女
子
の
部
】

介
護
老
人
保
健
施
設
く
す
の
郷
・
サ
ン
ケ
ア
太
宰
府
・
筑
紫
農
業
協
同
組
合
・
筑
紫
野

市
役
所
・
太
宰
府
市
役
所

登
山
の
際
は
、し
っ
か
り
と
し
た
個

人
装
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、登
山
ル
ー
ト
は
季
節
、天
候
に

よ
り
、足
場
が
悪
く
な
っ
た
り
、行
き
と

帰
り
で
見
え
方
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
、コ
ン
パ

ス
や
ル
ー
ト

図
を
携
行
し

ま
し
ょ
う
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
等
へ
給

油
す
る
場
合
は
、必
ず
火

を
消
し
て
か
ら
行
っ
て
下

さ
い
。

火
災
の
原
因
に
な
り
ま

す
。 厳

冬
期
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て.

１　

給
油
の
際
は…

２　

登
山
を
さ
れ
る
方
へ

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

新
庁
舎
仮
運
用
開
始

『
参
加
事
業
所
』

第
２６
回
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会

男
子
の
部

優　

勝　

筑
紫
野
市
役
所
Ｂ

準
優
勝　

筑
紫
農
業
協
同
組
合

第
３
位　

筑
紫
野
市
役
所
Ａ

女
子
の
部

優　

勝　

筑
紫
野
市
役
所

準
優
勝　

太
宰
府
市
役
所

第
３
位　

筑
紫
農
業
協
同
組
合

「
消
防
の
広
場
」を
開
催
！

街
頭
広
報
を
実
施
し
ま
し
た
！

優勝　筑紫野市役所Ｂ

優勝　筑紫野市役所

設置あり 設置なし

消火器体験の様子 ミニ消防車と西鉄のマスコットニモカちゃん

死者のでた火災における、住警器設置の有無

●正常に作動するか、月に1回確認をしましょう。

お手入れをしましょう

テストは、ボタンを押したり、ひもがついているタイプのも
のは、ひもを引いて行なえます。詳しくは製品の取扱説明書を
ご覧ください。

テストをしましょう

音が鳴らない‥‥

平
成
２５
年
１１
月
か
ら
建

設
を
開
始
し
た
筑
紫
野
太

宰
府
消
防
本
部
及
び
筑
紫

野
消
防
署
が
、平
成
２６
年
１２

月
１
日
か
ら
仮
運
用
を
開

始
し
ま
す
。

平
成
２７
年
6
月
末
の
完

成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す

が
、庁
舎
本
運
用
ま
で
今
し

ば
ら
く
掛
か
り
、住
民
の
み

な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、今
後
と
も

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※このイラストはイメージです。

P2P3

秋季火災予防運動実施11月9日～
15日

古い灯油は不完全燃焼の原因となります。
使用しないでください。
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もういいかい
　　火を消すまでは　まあだだよ
もういいかい
　　火を消すまでは　まあだだよ
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筑紫野太宰府消防本部

「
一
般
財
団
法
人

空
港
環
境
整
備
協
会
」

か
ら
の
助
成
を
受
け
、新
し
く

３１
号
車（
指
揮
車
）が
太
宰
府

消
防
署
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、平
成
２６
年
１０
月

１
日
か
ら
当
消
防
本
部
で
２
隊

目
の
指
揮
隊
が
発
隊
し
ま
し

た
。

こ
の
車
両
は
、あ
ら
ゆ
る
災
害
の

陣
頭
指
揮
車
両
と
し
て
出
動
す

る
車
両
で
す
。災
害
の
状
況
を

い
ち
早
く
把
握
し
、的
確
な
指

示・判
断
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

平
成
２６
年
４
月
１６
日（
水
）１４
時
３５
分
頃
、筑
紫

野
市
石
崎
三
丁
目
付
近
道
路
上
に
お
い
て
、交
通

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
場
を
通
り
か
か
っ
た
㈲
福
岡
重
機
工
業
の

宮
本
さ
ん
、梶
村
さ
ん
は
、乗
車
し
て
い
た
ユ
ニッ
ク

付
４
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
の
ユ
ニ
ッ
ク
を
使
用
し
、事
故
車

両
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た
要
救
助
者
を
助
け
出

し
人
命
救
助
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
称
え
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。

平
成
２６
年
9
月
に
、筑
紫
野
市
市
民
図
書
館
内

で
来
館
者
の
男
性
が
突
然
倒
れ
、心
肺
停
止
状
態

と
な
り
ま
し
た
。そ
の
際
、同
館
職
員
と
来
館
者
が

協
力
し
、１
１
９
番
通
報
、心
肺
蘇
生
法
及
び
Ａ
Ｅ

Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョッ
ク
を
実
施
し
た
結
果
、搬
送

先
の
病
院
で
心
拍
、呼
吸
が
再
開
し
ま
し
た
。人
命

救
助
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
称
え
感
謝
状
を
贈
り

ま
し
た
。

★
危
険
物
取
扱
者
試
験（
第
３
回
）（
全
種
類
）

試
験
日　
　
　
平
成
２７
年
３
月
１
日（
日
）

申
込
受
付　
　
平
成
２６
年
１２
月
１８
日（
木
）〜
平
成
２７
年
１
月
13
日（
火
）

※

電
子
申
請
も
可
能
で
す
。

★
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

期
日　
　
　
　
平
成
２７
年
２
月
７
日（
土
）

場
所　
　
　
　
筑
紫
野
市
文
化
会
館

申
込
受
付　
　
平
成
２６
年
１２
月
５
日
か
ら

※

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
試
験
前
に
講
習
会（
乙
４
類
）を
実
施
し
ま
す
。

講
習
希
望
の
方
は
各
消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

★
甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習

期
日　
　
　
　
平
成
２７
年
３
月
１９
日（
木
）、２０
日（
金
）

場
所　
　
　
　
春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本
部

申
込
受
付　
　
平
成
２７
年
２
月
１９
日（
木
）か
ら

※

定
員
８０
名

★
甲
種
防
火
管
理
者
再
講
習（
日
本
防
火
協
会
主
催
）

期
日　
　
　
　
平
成
２７
年
２
月
１８
日（
水
）

場
所　
　
　
　
筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申
込
受
付　
　
平
成
２７
年
１
月
１３
日（
火
）〜
１
月
３０
日（
金
）

★
普
通
救
命
講
習

期
日　
　
　
　
平
成
２７
年
２
月
１４
日（
土
）

場
所　
　
　
　
筑
紫
野
消
防
署　
南
出
張
所

※

定
員
１５
名

★
行
事
予
定・そ
の
他
の
お
知
ら
せ
★

★
消
防
出
初
式（
筑
紫
野
市・太
宰
府
市
合
同
）

期
日　
　
　
　
平
成
２７
年
１
月
１１
日（
日
）

場
所　
　
　
　
筑
山
中
学
校

★
文
化
財
防
火
デ
ー

期
日　
　
　
　
平
成
２７
年
１
月
２６
日（
月
）

※

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

★
春
季
火
災
予
防
週
間

期
日　
　
　
　
平
成
２７
年
３
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）

※

火
災
予
防
の
普
及
を
図
る
た
め
、全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

筑紫野太宰府消防本部 TEL（代表）０９２-９２４-５０３４ / E-mail kikaku@chikuta119.jp
筑紫野消防署(０９２-９２４-５０３５)　太宰府消防署(０９２-９２４-４１１９)

発行　筑紫野太宰府消防本部　  編集　広報班

★
試
験
・
講
習
会
の
お
知
ら
せ
★

1
月
26
日
は

　
　
文
化
財
防
火
デ
ー

宮本　清治さん（写真中央）
梶村　勝広さん（写真左）

みやもと きよはる

かじむら かつひろ

P4P1

新
車
両
運
用
開
始


